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物理学的な事物・現象
に関する観察、実験を
行い、基本操作を習得
するとともに、それら
の過程や結果を的確に
記録、整理し、自然の
事物・現象を科学的に
探究する技能を身に付
けている。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。
評価点の割合は、考査点８０％程度、平常点２０％程度です。

評
価
方
法

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２年の物理で学んだように、力学により自然界の多くの現象を説明できます。では、力学だけで自
然界の全てが説明できるのでしょうか？　答はNoです。例えば、光は「真空」を伝わることができ
る波で、力学的な波ではありません。ここで、力学にはなかった「場」が登場します。現代では、
光は電場と磁場（電磁場）の振動が伝わる電磁波の一種であることがわかっています。３年の物理
では、力学を越えた世界、電気と磁気さらには原子の世界へと進んでみましょう。

２　学習の到達目標

学習状況の観察
ノートやワークシート
の記述
観察・実験の記録
授業の基礎確認
定期考査の結果

観
点

ｄ：知識・理解

令和５年度　(学)ＳＳ理数

物理的な事物・現象の探究を通して、物理学的に探究していく能力と態度を身につけ、物理学の基
本的な原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を身につけていきます。３年の物理では、電気と
磁気（電磁気）、さらには原子、原子核、素粒子の世界において、この目標に向かっていきます。

物理学的な事物・現象
に関心や探究心をも
ち、主体的にそれらを
探究しようとするとと
もに、科学的態度を身
に付けている。

物理学的な事物・現象
の中に問題を見いだ
し、探究する過程を通
して、事象を科学的に
考察し、導き出した考
えを的確に表現してい
る。

ｃ：観察・実験の技能

観
点
の
趣
旨

３　学習評価（評価規準と評価方法）

物理学的な事物・現象
に関する基本的な概念
や原理・法則を理解
し、知識を身に付けて
いる。

学習状況の観察
ノートやワークシート
の記述
探究活動の記録・発表

学習状況の観察
ノートやワークシート
の記述
探究活動の記録・発表
授業の基礎確認
定期考査の結果

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現

6.0u 必選別

学習状況の観察
ノートやワークシート
の記述
観察・実験の記録
授業の基礎確認
定期考査の結果

単位数教科

校内名称

副教材等

物理（数研出版）使用教科書

ユニット数

SS物理

物理

科目

物理（数研出版）、フォトサイエンス物理図解（数研出版）、チェック＆演習物理（数研出版）、重要問題集（数研出版）

選必

年次SS理数 ３年次４単位



４　学習の活動

○

基礎基本研究で扱うに事物・現象について、
探究心を持ち、主体的に探究しようとしてい
る。

基礎基本研究で扱う事物・現象について、観
察・実験を行い、記録・整理する等、科学的
に探究する技能を身につけている。

○

基礎基本研究で扱う事物・現象について、基
本的な概念や原理・法則の理解を深め、知識
を身につけている。

基礎基本研究で扱う事物・現象について、問
題を見いだし、事象を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。

b:

a:○

d:

電流回路

電磁気と原子に関する事物・現象の中に問題
を見いだし、事象を科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現している。

電磁気に関する事物・現象の中に問題を見い
だし、事象を科学的に考察し、導き出した考
えを的確に表現している。

電磁気に関する事物・事情について、観察・
実験を行い、記録・整理する等、科学的に探
究する技能を身につけている。

電磁気に関する事物・現象について、基本的
な概念や原理・法則の理解を深め、知識を身
につけている。

a:

研究への関心・意欲・態度

○

b:

c:

前
期
期
末
考
査
ま
で

後
期
中
間
考
査
ま
で

電
磁
気

原
子

○

a:

b:

応
用
発
展
研
究

後
期
期
末
考
査
ま
で

応用発展研究で扱うに事物・現象について、
探究心を持ち、主体的に探究しようとしてい
る。

※　表中の観点について　　　ａ：関心・意欲・態度　　　ｂ：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　ｃ：観察・実験の技能　　　ｄ：知識・理解

d:

※　原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）
　　の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて
　　いる。

探究活動

ノート

定期考査

c:

探究活動c:

a:

原子構造をエネルギー準位

原子核

半導体 ○

○

○

ワークシート

観察・実験

ノート

学習状況

○

○

応用発展研究で扱う事物・現象について、観
察・実験を行い、記録・整理する等、科学的
に探究する技能を身につけている。

応用発展研究で扱う事物・現象について、基
本的な概念や原理・法則の理解を深め、知識
を身につけている。

学習状況

授業の基礎確認

授業の基礎確認

d:

電磁気と原子に関する事物・事情について、
観察・実験を行い、記録・整理する等、科学
的に探究する技能を身につけている。

電磁気と原子に関する事物・現象について、
基本的な概念や原理・法則の理解を深め、知
識を身につけている。

d:

授業の基礎確認

交流の発生

○電磁誘導の法則

相互誘導と自己誘導

電子の波動性

○

○

定期考査

観察・実験

学習状況

c:○

研究への関心・意欲・態度 ○

○研究における技能 ワークシート応用発展研究で扱う事物・現象について、問
題を見いだし、事象を科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現している。 観察・実験

b:

ノート○研究における思考・判断・表現

研究によって身についた知識・理解 ○

研究によって身についた知識・理解

研究における思考・判断・表現 ○

観察・実験

交流回路

定期考査

光の粒子性

ワークシート

定期考査

学習内容

○

単元（題材）の評価規準 評価方法

学習状況

オームの法則 ノート
前
期
中
間
考
査
ま
で

電磁気に関する事物・現象について関心や探
究心を持ち、主体的に探究しようとしてい
る。

○

ローレンツ力

期
間

単
元
名

主な評価の観点

○

コンデンサー

探究活動

ａ b

授業の基礎確認

ｃ ｄ

電
磁
気

○

電流のつくる磁場

研究における技能

○

素粒子

○

電流が磁場から受ける力

ワークシート

○

電磁気と原子に関する事物・現象について関
心や探究心を持ち、主体的に探究しようとし
ている。

探究活動

電磁波

磁場

基
礎
基
本
研
究


